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るO また、最新の「オックスフォード大学史全8巻J(The History 01 the University 
01 Oxlord 8 Volumes， general editor -T.H.Aston)がすでに完成しているため、歴史
の各時代、両大学の状況を比較することが出来るO 尚、「オックスフォード大学史 j
の第3巻と 4巻がほぼ本書と同時期を扱っているO
第2巻は第1巻(Volume1: The Universiかto1546)とセットで読まれるべきである O





冒頭で、 Afundamental theme in the history of the University of Cambridge in this 









































したメアリー 1世、エリザベス I世、ジェイムス 1世に始まるスチュワート朝、清教
徒革命の混乱とその後に及ぶ。最も重点が置かれているのは 16世紀後半から 17世紀
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前半である。本書のように、膨大な記録と関連資料に基く文献的性格の審物の場合、
それらを精査しどのような項目で構成するのかという点に、著者の意図を読み取るべ
きであろう O 上記に各章をテーマ加に分類したが、著者は、第1巻との整合性を念頭
に置きつつ、組織としての大学が、最も限難な 16世紀を生き延びたのみならず、 17
世紀以降の繁栄の基盤作りに成功した涼因を分析することを本警の主たる目的として
いると考えられるO これは、本書を読む者の最大の関心事と合致しているO 大陸が宗
教戦争で混乱する中、プロテスタントとはいえ孤立主義を選択した不安定な国家と、
カトリック教会の力に頼れなくなった大学とは、双方が互いを必要としていたように
見える O 政府にとって、カトリック教会の支配から抜け出した大学の統治に関わるこ
とは国家の利益に叶うことであるし、 i幅広い人材の供給源としての利用価値も極めて
高かった。大学の側は、第一に存在そのものへの庇護が必要であった上に、結びつき
の強化によって政治的な特別待遇、財政的なプラス閥、卒業生への職の供給等、有形
無形の恩恵、がもたらされた。特に興味深い点を挙げると、 8及び9章で、各カレッジ
は中世的家父長制の構造を保ちつつ、貴族学生の流入という新たな事態に、待遇、カ
リキュラム等で対応し、それを逗しく活用することで基盤を擁立していったことや、
12及び14章で、近代的に変貌していく過程でも、その教育内容とも関連しつつ、大
学は国家と教会との結びつきを益々強めていくように見える等であるO ここで、一つ、
強く望まれたのは、そういった状況下で、 16世紀以降、学生たちが卒業後どのよう
な職業に就いたのか、また、それ以前と比較して職種にどのような変化があったのか
について、一章を設けることであるO 実際、前記の新たな状況によって、卒業生の将
来が影響を受けたことは明らかである O シェイクスピア活動期に、大学卒業者が宮廷
や密教会とのつながりによって、様々な仕事を行ったことは良く知られている D また、
6及び7章で詳細に説明されているように、国家の庇護による行政上の特権や自由を
獲得していく一方、大学に子弟を送り出す地方(country)のジェント jレマン層の強
国な基盤が形成され影響力を増していくことで、イギリスの社会が変化していく O 職
種の変化は、中世と近代の大学の変化を、社会との関連で把握できる点で大いに有効
だ、ったはずである O
国家の指導!習を養成する高等教育機関が、その卒業生との関係から、国家の中枢と
結びつく例は古今東西珍しくない。しかし、イギリス史の知識を持って本書を読むと、
イギリスの特殊な宗教改革は国家統治の中に教会を含めたことによって、富家、教会、
大学が密接な関係を持つに至るが、これは単なる結びつきではなく、次第に国家政策
の一部となり、人材育成や学籍的貢献の範囲を超えて、後の大英帝国の体制を支えて
いったことが、明確になる。この点では影響は国際的なものである。また、大陸では
中世以降も大学の設立が続いていく一方、なぜ、イングランドでは 19世紀まで、留
家がオックスフォード、ケンブリッジ大学の2校のみに独占権を与え、他に設立許可
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を与えなかったのかという疑問にも解答が得られる。
大陸の大学は、戦争や政治体制の変化等で、建物の場所が移動したり、資料や文献
が公文書館で保存されている例も少なくないが、イングランドではカレッジの管理の
もと、現在まで全体的に良く保存されているので、今回の「大学史jが目指したテー
マは今後さらに研究が深められていくだろう O
